
事業概要シート

≪　≫は、29年度の当初予算

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】

担当課 総務部安全対策課 問合せ先 0957‐53‐4111（内線：214）

一般財源 10,025 千円

１　目的：市交通指導員、交通安全協会など交通安全推進団体と連携し、市民の交通安全保持のための
１活動を積極的に推進する。
２　概要：市交通指導員事業、交通関係団体への補助・負担金、臨時運行許可申請業務の委託
３　対象：市民

学童や高齢者などいわゆる交通弱者に対する交通安全指導など、警察をはじめ関係団体と連携し啓発活動
等を継続して実施することにより、一件でも交通事故を減らし、安全安心なまちづくりを目指す。
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その他 1,000 千円
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国庫支出金 千円
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施策： 交通安全の推進

事業名： 交通安全指導事業 現状維持 予算額

市

関係団体

（交通指導員会、母
の会、交通安全協会
など）

警察

相互支援・協力
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】

13,690 82,294

1次評価 担当者意見のとおり

フルコスト 13,354 13,687 13,832 14,041 13,690

2次評価 １次評価意見のとおり

妥当性
(市の関与)

交通安全事業に対する市としての積極的な支援、助成は当然である。

有効性
(施策貢献度)

市民に対し、交通ルールの遵守とマナーの向上を図り、また、習慣として浸透させうる事業
であり、効果が高い。

効率性
(コスト)

市民全体を交通事故から守るという活動に対する重みからみれば、報酬又は助成は必要であ
り、金額も妥当である。

60h 464h
嘱託員 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人

時間外勤務 96h 60h 128h 60h 60h

2,665 16,222
職員 0.35人 0.35人 0.35人 0.35人 0.35人 0.35人 2.10人
人件費 2,837 2,589 2,801 2,665 2,665

1,000 7,297
一般財源 9,684 10,142 9,223 9,676 10,025 10,025 58,775
その他 833 956 1,808 1,700 1,000

0
地方債 0
県支出金

11,025 66,072
国庫支出金 0
事業費 10,517 11,098 11,031 11,376 11,025

50 50

年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 合計

自転車盗難件数 目標値 件 65 50 50

H32
(目標)

交通事故発生件数 目標値 件 2,093 1,900 1,850 1,800 1,750

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)

目標値

H32
(目標)

22,600 22,600交通安全指導員が指導した人数 目標値 人 23,476 22,600 22,600

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)


